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Agenda

事例報告

開発アップデート

IMCake（松尾さん）

INTER-Mediatorを使った新サービス（鈴木さん）

今後の開発計画とディスカッション
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Ver.3.0-3.6

JavaScript Componentのサポート
• HTMLエディタTinyMCEをサポート• ファイルアップロードコンポーネントを独自作成
入力専用フォーム

APIの追加
• 特に、INTERMediatorOnPage.doAfterConstruct
認証ダイアログボックスのカスタマイズ

たくさんのバグフィックス
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JavaScriptコンポーネント

ページファイルの記述
• <td class="IM[testtable@text1] IM_WIDGET[tinymce]"></td>• <td class="IM[testtable@vc1] IM_WIDGET[im_fileupload]"></
td>

定義ファイルの設定
• ファイルのアップロードでの指定• アップロード結果，コンテキストに新しいレコードを追加• 'file-upload' => array(
    array('field'=>'vc1', 'context'=>'fileupload',)),

汎用化
• INTER-Mediator-Parts.jsファイルを参照
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入力専用フォーム

ページファイルでの記述
•  class="_im_post"• コンテキスト内のコンテキストは、通常通りテンプレート処理を行
うので、マスターから値を取り出すこともできる
• ボタンをクリックした後の処理を定義できる

<table>
    <tbody class="_im_post">
    <tr>
        <td>
            <input type="text" id="message" class="IM[chat@message]"/>
        </td>
        <td>
            <button class="_im_post">Post</button>
        </td>
    </tr>
    </tbody>
</table>
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APIの追加と変更

テンプレート処理
• INTERMediatorOnPage.doAfterConstruct = function(){};• テンプレート処理の終了直後にコール
ノード検索
• INTERMediatorOnPage.getNodeIdsFromIMDefinition
                     (imDefinition, fromNode, justFromNode)
• 3つ目がtrue=fromNodeから、false=上位のエンクロージャから
コンソールログ
• INTERMediator.supressDebugMessageOnPage = true;• INTERMediator.supressErrorMessageOnPage = true;
ファイルアップロードコンポーネント
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認証ダイアログボックスのカスタマイズ

定義ファイルで電子メールをアカウント利用
• $options['authentication']['email-as-username'] = true;
INTERMediator.construct();の前に変数設定

INTERMediatorOnPage.isShowChangePassword = false;
INTERMediatorOnPage.defaultBackgroundImage = null;
INTERMediatorOnPage.defaultBackgroundColor = "white";
INTERMediatorOnPage.loginPanelHTML = '<table class="loginbox"><tbody>
<tr><th>アカウント</th>

<td><input type="text" id="_im_username" name="username"/></td></tr>
<tr><th>パスワード</th>

<td><input type="password" id="_im_password" name="password"/></td></tr>
<tr><th></th><td><button id="_im_authbutton">ログイン</button></td></tr>

</tbody></table>';
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INTER-Mediatorの将来

KVS対応
• 次のスライド
パターンに基づくWebサイト構築
• 現在、パターンを抽出中
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Key-Value Storeへのサポート

KVSを使った場合のメリット
• スキーマ設計が不要（あるいはSQLを書かなくてもいい）• つまり、ページファイルや定義ファイルの記述がスキーマの一部• AWSなどのクラウドサービスが利用できる
デメリット、あるいはメリットにならない？
• スキーマの自動生成はSQLでも可能• ページファイルや定義ファイルでカバーしない範囲のモデルは？• 自動的に形成されたスキーマが正しいかどうかの判定はどうする？
どのメリットが大きいでしょうか？

何がメリットでしょうか？
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ディスカッション

INTER-Mediatorを使う上で困っていることは？
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